
令
５　

高
等
学
校
書
道
（
６
枚
の
う
ち
1
）

（
解
答
は
す
べ
て
、
解
答
用
紙
に
記
入
す
る
こ
と
）

一　

次
の
文
章
を
読
ん
で
あ
と
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

　

現
在
、
最
古
の
漢
字
と
さ
れ
て
い
る
の
が
殷
時
代
の
（　

①　

）
で
あ
る
。（　

①　

）
は
（　

②　

）
に
占
い
の
記
録
が
刻
さ
れ
た
文
字
で
あ
る
。（　

①　

）

か
ら
秦
時
代
の
公
式
書
体
・（　

③　

）
ま
で
を
総
称
し
て
（　

④　

）
と
い
う
。

　

春
秋
・
戦
国
時
代
に
は
群
雄
が
割
拠
し
、
文
字
や
文
化
も
地
域
ご
と
に
独
自
の
展
開
を
見
せ
た
。
Ⅰ
大
篆
を
は
じ
め
、
端
的
な
も
の
や
繊
細
な
も
の
、
装
飾
性

の
強
い
も
の
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
字
形
が
生
ま
れ
た
。
ま
た
、
銘
文
の
内
容
も
、
次
第
に
王
の
権
威
を
示
す
も
の
へ
と
変
化
し
て
い
っ
た
。
こ
れ
ら
の
文
字
は
、

目
的
に
よ
っ
て
、
金
属
や
石
、
玉
な
ど
に
刻
さ
れ
た
り
、
木
・
竹
簡
や
絹
布
（
帛
書
）
に
書
か
れ
た
り
し
た
。

　

前
漢
時
代
に
入
る
と
、（　

⑤　

）
が
次
第
に
準
公
用
体
と
し
て
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
後
期
に
は
（　

⑥　

）
を
強
調
し
た
八
分
が
既
に
完
成
し
て
い

た
こ
と
が
近
年
の
出
土
資
料
か
ら
窺
え
る
。
Ⅱ
後
漢
時
代
の
肉
筆
に
は
、
当
時
防
衛
の
最
前
線
で
あ
っ
た
辺
境
の
地
か
ら
出
土
し
た
簡
牘
が
あ
る
。
二
〇
〇
四
年
、

湖
南
省
長
沙
市
東
牌
楼
で
後
漢
時
代
末
期
に
記
さ
れ
た
〈
東
牌
楼
漢
簡
〉（
一
六
八
～
一
八
九
）
が
出
土
し
た
。
そ
の
中
に
初
期
の
楷
書
と
み
な
せ
る
も
の
が
含

ま
れ
て
お
り
楷
書
の
成
立
を
考
え
る
上
で
重
要
な
発
見
で
あ
る
。

　

唐
時
代
に
な
る
と
、
書
を
好
み
（　

⑦　

）
を
酷
愛
し
た
太
宗
の
も
と
、
Ⅲ
初
唐
の
三
大
家
が
活
躍
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
後
世
の
模
範
と
な
る
格
調
高
い
名
品
を

残
し
た
。
ま
た
、
唐
時
代
初
期
に
は
（　

⑦　

）
の
書
法
を
遵
守
し
た
Ⅳ
孫
過
庭
が
あ
ら
わ
れ
た
。
中
期
か
ら
後
期
に
か
け
て
は
、
張
旭
・
懐
素
ら
が
（　

⑧　

）

と
よ
ば
れ
る
奔
放
な
草
書
を
書
く
な
ど
新
し
い
風
潮
が
起
こ
っ
た
。

　

問
一�　

文
中
の
空
欄
①
～
⑧
に
当
て
は
ま
る
適
切
な
言
葉
を
漢
字
で
書
き
な
さ
い
。
た
だ
し
、
①
、
⑦
以
外
に
つ
い
て
は
漢
字
２
字
で
書
き
な
さ
い
。
な
お
、

同
じ
数
字
に
は
、
同
じ
文
字
が
入
る
。

　

問
二　

傍
線
部
Ⅰ
～
Ⅳ
に
つ
い
て
、
次
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

　
　
　

⑴　

傍
線
部
Ⅰ
に
つ
い
て
、
石
の
側
面
に
、
狩
猟
に
関
す
る
詩
が
刻
さ
れ
て
い
る
現
存
す
る
最
古
の
石
刻
文
字
で
あ
る
作
品
を
漢
字
３
字
で
書
き
な
さ
い
。

　
　
　

⑵　

傍
線
部
Ⅱ
に
つ
い
て
、
廃
材
の
煉
瓦
に
、
罪
人
の
名
前
・
刑
罰
・
死
亡
時
期
な
ど
を
刻
し
た
も
の
を
漢
字
で
書
き
な
さ
い
。

　
　
　

⑶　

傍
線
部
Ⅲ
の
人
物
名
を
そ
れ
ぞ
れ
漢
字
で
答
え
、
楷
書
の
作
品
を
一
点
ず
つ
漢
字
で
書
き
な
さ
い
。

　
　
　

⑷　

傍
線
部
Ⅳ
の
人
物
が
書
い
た
、
書
を
学
ぶ
基
本
原
則
や
芸
術
観
を
説
い
て
い
る
こ
の
作
品
名
を
漢
字
で
書
き
な
さ
い
。

　

問
三　

図
版
Ａ
に
つ
い
て
あ
と
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

盂
。　

王　

若　

曰
、　

盂
。　

丕　

顯　

玟

王
、　

受　
（　

⑨　

）（　

⑩　

）　

大　
　

命
、　
（　

⑪　

）　

珷

王　

、　

嗣　

玟　
（　

⑫　

）
邦
。　

闢　

厥　

匿

　
　
　

⑴　

図
版
Ａ
の
作
品
名
を
漢
字
で
書
き
な
さ
い
。

　
　
　

⑵　

図
版
Ａ
の
釈
文
の
空
欄
⑨
～
⑫
に
当
た
る
文
字
を
そ
れ
ぞ
れ
楷
書
で
書
き
な
さ
い
。

二　

次
の
文
章
を
読
ん
で
あ
と
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

　

明
時
代
に
な
る
と
、
従
来
の
巻
子
と
は
異
な
る
条
幅
と
い
う
作
品
の
形
式
が
広
ま
っ
た
。
明
時
代
末
期
に
は
長
条
幅
と
い
う
大
き
な
作
品
に
応
じ
て
草
書
を
書

き
連
ね
る
（　

①　

）
が
流
行
し
た
。
Ⅰ
張
瑞
図
は
個
性
を
発
揮
し
、
倪
元
璐
・
王
鐸
・
傅
山
は
、
特
に
（　

①　

）
を
も
っ
て
明
時
代
末
期
か
ら
清
時
代
初
期

に
活
躍
し
た
。
ま
た
、
横
披
、
長
条
幅
、
扇
面
な
ど
様
々
な
書
の
形
式
が
流
行
し
た
。
さ
ら
に
、
書
文
化
が
爛
熟
す
る
中
、
Ⅱ
筆
・
墨
・
硯
・
紙
が
発
達
し
た
。

明
～
清
時
代
は
Ⅲ
製
墨
技
術
が
最
高
峰
に
達
し
た
時
期
で
、
製
墨
の
名
家
を
多
く
輩
出
し
た
。

　

清
時
代
に
は
、
法
帖
を
基
に
書
を
継
承
し
た
（　

②　

）
学
派
に
対
し
て
、
古
代
石
刻
資
料
な
ど
を
研
究
し
、
書
に
新
し
い
流
れ
を
持
ち
込
ん
だ
（　

③　

）

学
派
と
よ
ば
れ
る
一
派
が
出
現
し
た
。
ま
た
、
末
期
に
は
、
書
・
画
・
Ⅳ
篆
刻
を
こ
な
し
、
独
自
の
境
地
を
開
く
文
人
も
多
く
現
れ
た
。

　

問
一　

文
中
の
空
欄
①
～
③
に
当
て
は
ま
る
適
切
な
言
葉
を
漢
字
で
書
き
な
さ
い
。
た
だ
し
、
①
に
つ
い
て
は
漢
字
３
字
で
書
き
な
さ
い
。

　

問
二　

傍
線
部
Ⅰ
の
人
物
と
関
連
す
る
も
の
を
、
図
版
Ａ
～
Ｅ
の
作
品
（
す
べ
て
作
品
の
一
部
）
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
選
び
、
そ
の
符
号
を
書
き
な
さ
い
。

　

問
三　

傍
線
部
Ⅱ
を
総
称
し
て
何
と
い
う
か
漢
字
４
字
で
書
き
な
さ
い
。

　

問
四　

傍
線
部
Ⅲ
に
つ
い
て
、
植
物
性
の
油
や
松
を
燃
や
し
て
煤
を
集
め
る
こ
と
を
何
と
い
う
か
漢
字
２
字
で
書
き
な
さ
い
。

　

問
五　

傍
線
部
Ⅳ
に
つ
い
て
、
あ
と
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

　
　
　

⑴�　

図
版
Ｆ
は
文
字
の
部
分
を
彫
っ
た
も
の
で
、
押
印
し
た
と
き
に
文
字
が
白
く
な
る
。
ま
た
、
図
版
Ｇ
は
文
字
の
周
囲
を
彫
っ
た
も
の
で
、
押
印
し
た

と
き
に
文
字
が
赤
く
な
る
。
こ
の
よ
う
な
彫
り
方
の
印
の
総
称
を
そ
れ
ぞ
れ
漢
字
２
字
で
書
き
な
さ
い
。

　
　
　

⑵　

図
版
Ｈ
は
中
国
の
戦
国
時
代
に
使
用
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
印
の
総
称
を
漢
字
２
字
で
書
き
な
さ
い
。

　
　
　

⑶�　

図
版
Ｉ
は
田
字
画
で
区
切
ら
れ
た
中
に
文
字
が
彫
ら
れ
て
い
る
。
始
皇
帝
に
よ
っ
て
印
の
制
度
が
確
立
さ
れ
た
、
こ
の
よ
う
な
印
の
総
称
を
漢
字
２

字
で
書
き
な
さ
い
。
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令
５　

高
等
学
校
書
道
（
６
枚
の
う
ち
2
）

（
解
答
は
す
べ
て
、
解
答
用
紙
に
記
入
す
る
こ
と
）

三　

次
の
文
章
を
読
ん
で
あ
と
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

　

平
安
時
代
初
期
は
遣
唐
使
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
唐
の
文
化
が
尊
重
さ
れ
、
書
に
お
い
て
も
同
様
に
唐
の
書
が
模
範
と
さ
れ
た
。
当
時
、
書
に
秀
で
た
能
書

の
Ⅰ
三
筆
が
、
唐
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
書
法
を
基
盤
と
し
つ
つ
、
個
性
豊
か
な
書
を
遺
し
た
。

　

平
安
時
代
中
期
以
降
に
は
、
遣
唐
使
の
廃
止
、
国
風
文
化
の
隆
盛
に
よ
り
、
温
和
で
流
麗
な
書
へ
と
変
わ
っ
て
い
く
。
当
時
、
書
に
秀
で
た
能
書
の
Ⅱ
三
跡
が
、

和
様
の
書
の
確
立
に
貢
献
し
、
独
自
の
書
の
世
界
を
展
開
し
た
。

法
大
（　

①　

）
因
（　

②　

）。
共
建
法
幢
、
報

仏
恩
（　

③　

）。（　

④　

）
不
憚
煩
労
、
蹔

降
赴
此
院
。
此
所
（　

④　

）
所
（　

④　

）。
忩
忩

　

問
一�　

傍
線
部
Ⅰ
・
傍
線
部
Ⅱ
の
書
作
品
を
図
版
Ａ
～
Ｆ
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
選
び
、
そ
の
符
号
を
書
き
な
さ
い
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
作
者
名
（
一
部
伝
承
筆
者

名
）
と
作
品
名
を
漢
字
で
書
き
な
さ
い
。

　

問
二　

図
版
Ａ
の
釈
文
の
空
欄
①
～
④
に
当
た
る
文
字
を
そ
れ
ぞ
れ
楷
書
で
書
き
な
さ
い
。
た
だ
し
、
同
じ
数
字
に
は
、
同
じ
文
字
が
入
る
。

　

問
三　

図
版
Ｇ
の
作
者
は
図
版
Ａ
の
作
者
と
親
交
が
あ
っ
た
人
物
で
あ
る
。
図
版
Ｇ
の
作
者
名
と
作
品
名
を
楷
書
で
書
き
な
さ
い
。

　

問
四　

尺
牘
に
該
当
す
る
作
品
を
図
版
Ａ
～
Ｇ
か
ら
す
べ
て
選
び
、
そ
の
符
号
を
書
き
な
さ
い
。

　

問
五　

傍
線
部
Ⅱ
で
、『
大
鏡
』
に
「
懈
怠
者
」、「
如
泥
人
」
と
評
さ
れ
た
人
物
の
作
品
を
図
版
Ａ
～
Ｇ
か
ら
一
つ
選
び
、
そ
の
符
号
を
書
き
な
さ
い
。

四　

次
の
文
章
を
読
ん
で
あ
と
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。　

　

漢
字
が
真
名
と
よ
ば
れ
た
の
に
対
し
、
漢
字
一
字
に
一
音
を
あ
て
て
表
記
す
る
文
字
は
、
仮
名
と
呼
ば
れ
た
。
初
期
の
仮
名
に
は
漢
字
の
行
書
・
楷
書
が
用
い

ら
れ
、
八
世
紀
後
半
に
成
立
し
た
と
さ
れ
る
歌
集
に
使
用
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、（　

①　

）
と
呼
ば
れ
た
。 

平
安
時
代
に
入
る
と
漢
字
の
草
書
体
を
用
い
て
書
く

草
仮
名
が
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
簡
略
化
が
進
ん
だ
。
平
安
時
代
中
期
に
は
、
草
仮
名
を
さ
ら
に
簡
略
化
し
た
仮
名
、（　

②　

）
が
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
こ
う
し
て
日
本
独
自
の
文
字
が
発
達
し
、
定
着
し
て
い
っ
た
。
平
安
時
代
後
期
は
、
仮
名
の
最
盛
期
で
、
歌
集
や
物
語
な
ど
の
多
く
の
書
物
の
切
り
離
さ
れ

た
一
部
分
で
あ
る
（　

③　

）
が
現
在
に
遺
る
。
表
現
の
美
し
さ
を
追
求
し
、
著
名
人
の
筆
跡
を
集
め
て
ア
ル
バ
ム
状
に
仕
立
て
た
（　

④　

）
は
、
安
土
桃
山

時
代
か
ら
確
認
で
き
る
美
の
象
徴
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
明
治
三
十
三
年
に
一
字
一
音
に
決
め
ら
れ
た
も
の
が
、
現
在
の
私
た
ち
が
使
う
平
仮
名
で
あ
る
。
ま
た

そ
れ
以
外
の
仮
名
を
区
別
し
て
、（　

⑤　

）
と
呼
ん
で
い
る
。

図版Ａ図版Ｂ

図版C

図版D

図版 E

図版 F
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令
５　

高
等
学
校
書
道
（
６
枚
の
う
ち
3
）

（
解
答
は
す
べ
て
、
解
答
用
紙
に
記
入
す
る
こ
と
）

　

問
一　

文
中
の
空
欄
①
～
⑤
に
当
て
は
ま
る
適
切
な
言
葉
を
そ
れ
ぞ
れ
漢
字
で
書
き
な
さ
い
。

　

問
二　

図
版
Ａ
・
図
版
Ｂ
の
伝
承
筆
者
名
と
作
品
名
を
そ
れ
ぞ
れ
漢
字
で
書
き
な
さ
い
。

　

問
三　

図
版
Ａ
に
つ
い
て
、
次
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

　
　
　

⑴　

★
の
行
を
す
べ
て
平
仮
名
に
直
し
、
そ
の
字
源
と
な
る
漢
字
を
解
答
欄
に
合
う
よ
う
に
書
き
な
さ
い
。

　
　
　

⑵　

傍
線
部
に
つ
い
て
、
歌
や
作
者
の
前
に
、
詠
ん
だ
背
景
な
ど
を
書
い
た
も
の
を
、
何
と
い
う
か
漢
字
で
書
き
な
さ
い
。

　

問
四　

図
版
Ｃ
～
Ｅ
は
、
仮
名
美
の
最
高
峰
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
古
筆
で
あ
る
。
作
品
名
を
そ
れ
ぞ
れ
漢
字
で
書
き
な
さ
い
。

　

問
五　

次
の
鑑
賞
文
ａ
・
ｂ
の
内
容
に
合
致
す
る
も
の
を
図
版
Ａ
～
Ｅ
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
選
び
そ
の
符
号
を
書
き
な
さ
い
。

　
　
　
ａ　

清
原
深
養
父
の
歌
集
を
書
写
し
た
も
の
で
、「
今
と
な
っ
て
は
あ
な
た
に
逢
う
こ
と
だ
け
が
私
の
生
き
が
い
だ
っ
た
」
と
歌
っ
て
い
る
。

　
　
　

ｂ�　

古
今
和
歌
集
の
四
季
の
歌
を
一
首
ず
つ
書
い
た
も
の
で
、
茶
席
で
の
掛
物
と
し
て
も
尊
重
さ
れ
て
い
る
。
線
質
は
明
快
で
緩
急
が
あ
り
、
構
成
に
変

化
を
持
た
せ
た
「
散
ら
し
書
き
」
で
あ
る
。

　

問
六　

次
の
文
中
の
空
欄
⑥
～
⑨
に
当
て
は
ま
る
適
切
な
言
葉
を
そ
れ
ぞ
れ
漢
字
で
書
き
な
さ
い
。

　
　

�　

平
安
時
代
に
隆
盛
を
極
め
た
華
や
か
な
装
飾
紙
を
（　

⑥　

）
と
い
う
。
浸
す
・
漉
く
な
ど
の
方
法
で
作
ら
れ
て
い
る
、
装
飾
の
基
本
で
あ
る
（　

⑦　

）

と
、
顔
料
に
胡
粉
や
膠
液
を
混
ぜ
て
塗
っ
た
具
引
き
紙
に
文
様
を
刷
り
出
し
た
（　

⑧　

）
に
大
別
さ
れ
る
。
そ
れ
ら
を
切
っ
た
り
、
破
っ
た
り
、
糊
で
貼

り
合
わ
せ
た
も
の
を
（　

⑨　

）
と
い
う
。

　

問
七�　

江
戸
時
代
中
期
以
降
、
古
筆
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
名
称
が
つ
け
ら
れ
て
き
た
。
次
の
解
答
例
に
従
っ
て
、
ａ
～
ｅ
の
古
筆
の
命
名
の
由
来
を
そ
れ
ぞ
れ
あ

と
の
ア
～
オ
か
ら
選
び
そ
の
符
号
を
書
き
な
さ
い
。　
　
　

例
）
高
野
切　

オ

　
　
　
ａ　

元
永
本
古
今
集　
　

ｂ　

蓬
莱
切　
　
　
ｃ　

本
阿
弥
切　
　

ｄ　

粘
葉
本
和
漢
朗
詠
集　
　
　
ｅ　

針
切

ア　

所
蔵
者
名　
　

イ　

伝
来
地　
　

ウ　

書
風
の
特
徴　
　

エ　

書
写
年
代　
　
　

オ　

装
丁

五　

次
の
文
章
を
読
ん
で
あ
と
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
（
図
版
の
落
款
は
省
略
し
て
い
ま
す
）。

　

問
一　

高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
（
平
成
三
十
年
告
示
）
の
「
書
道
Ⅰ
」
の
内
容
の
取
扱
い
を
踏
ま
え
て
、
あ
と
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

・�

内
容
の
「
Ａ
表
現
」
及
び
「
Ｂ
鑑
賞
」
の
指
導
に
当
た
っ
て
は
、（　

①　

）・（　

②　

）・
表
現
力
等
の
育
成
を
図
る
た
め
、
芸
術
科
書
道
の
特
質

に
応
じ
た
（　

③　

）
を
適
切
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
よ
う
指
導
を
工
夫
す
る
。
な
お
、
内
容
の
「
Ｂ
鑑
賞
」
の
指
導
に
当
た
っ
て
は
、
作
品
に
つ
い

て
（　

④　

）
を
も
っ
て
批
評
す
る
活
動
な
ど
を
取
り
入
れ
る
よ
う
に
す
る
。

・�

内
容
の
「
Ａ
表
現
」
及
び
「
Ｂ
鑑
賞
」
の
指
導
に
当
た
っ
て
は
、
書
道
の
諸
活
動
を
通
し
て
、
生
徒
が
文
字
や
書
と
（　

⑤　

）
や
（　

⑥　

）
と

の
関
わ
り
を
実
感
で
き
る
よ
う
指
導
を
工
夫
す
る
。

・�

自
己
や
他
者
の
Ⅰ
著
作
物
及
び
そ
れ
ら
の
著
作
者
の
創
造
性
を
尊
重
す
る
態
度
の
形
成
を
図
る
と
と
も
に
、必
要
に
応
じ
て
、書
に
関
す
る
（　

⑦　

）

に
つ
い
て
触
れ
る
よ
う
に
す
る
。
ま
た
、
こ
う
し
た
態
度
の
形
成
が
、
書
の
（　

⑧　

）
と
文
化
の
継
承
、（　

⑨　

）、
創
造
を
支
え
て
い
る
こ
と

へ
の
理
解
に
つ
な
が
る
よ
う
配
慮
す
る
。

　
　
　

⑴　

文
中
の
①
～
⑨
に
当
て
は
ま
る
適
切
な
言
葉
を
漢
字
で
書
き
な
さ
い
。

　
　
　

⑵�　

傍
線
部
Ⅰ
に
つ
い
て
、
書
の
作
品
を
制
作
す
る
と
き
に
、
題
材
と
し
て
自
分
が
作
っ
た
の
で
は
な
い
俳
句
や
詩
、
歌
詞
な
ど
を
使
用
す
る
こ
と
が
あ

る
が
、
著
作
権
保
護
期
間
を
過
ぎ
て
い
な
い
場
合
は
著
作
権
者
や
著
作
権
を
管
理
し
て
い
る
団
体
か
ら
使
用
の
許
諾
を
得
な
け
れ
ば
い
け
な
い
（
授
業

や
私
的
な
利
用
の
範
囲
は
例
外
）。
著
作
権
保
護
期
間
は
、
原
則
と
し
て
次
の
う
ち
の
ど
の
期
間
に
あ
た
る
か
、
次
の
ア
～
エ
か
ら
一
つ
選
び
、
そ
の

符
号
を
書
き
な
さ
い
。

ア　

著
作
者
の
没
後
五
十
年　
　

イ　

著
作
物
の
出
版
五
十
年　
　

ウ　

著
作
者
の
没
後
七
十
年　
　

エ　

著
作
物
の
出
版
七
十
年

図版D

図版 E

図版C



令
５　

高
等
学
校
書
道
（
６
枚
の
う
ち
4
）

（
解
答
は
す
べ
て
、
解
答
用
紙
に
記
入
す
る
こ
と
）

　
　
　

⑶�　

携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン
が
普
及
し
、
キ
ー
ボ
ー
ド
や
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
で
文
字
を
入
力
す
る
機
会
が
増
え
て
い
る
が
、
入
力
の
際
の
フ
ォ
ン
ト
で
使
用

さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
、
図
版
Ａ
の
よ
う
な
明
朝
体
の
フ
ォ
ン
ト
の
元
と
な
っ
た
字
を
書
い
た
人
物
の
名
前
を
漢
字
で
書
き
な
さ
い
。

　
　
　

⑷　

次
の
図
版
Ｂ
～
Ｄ
の
生
活
の
中
の
書
作
品
を
書
い
た
作
者
名
を
次
の
説
明
文
を
参
考
に
、
漢
字
で
書
き
な
さ
い
。

　
　
　
　

図
版
Ｂ　

兵
庫
県
ゆ
か
り
の
人
物
。
小
野
鵞
堂
の
仮
名
作
品
に
惹
か
れ
仮
名
の
書
を
は
じ
め
、
そ
の
後
、
桑
田
笹
舟
に
師
事
し
た
。

　
　
　
　

図
版
Ｃ　

江
戸
時
代
の
将
軍
の
一
人
。

　
　
　
　

図
版
Ｄ　

二
十
世
紀
を
代
表
す
る
芸
術
家
。
書
や
篆
刻
、
絵
画
、
陶
芸
と
い
っ
た
様
々
な
分
野
で
活
躍
し
た
人
物
。

　

問
二�　

高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
（
平
成
三
十
年
告
示
）
の
「
書
道
Ⅰ
」
の
内
容
の
取
扱
い
「
Ｂ
鑑
賞
」
に
お
い
て
、
新
た
に
取
り
上
げ
る
こ
と
と
示
し
た
も

の
を
、
次
の
ア
～
エ
か
ら
一
つ
選
び
、
そ
の
符
号
を
書
き
な
さ
い
。

ア　

漢
字
の
書
体
の
変
遷　
　
　

イ　

平
仮
名
の
成
立　
　
　

ウ　

片
仮
名
の
起
源　
　
　

エ　

漢
字
仮
名
交
じ
り
文
の
成
立

　

問
三　

図
版
Ｅ
～
Ｉ
の
作
品
に
つ
い
て
時
代
の
古
い
順
に
符
号
で
並
び
か
え
な
さ
い
。

　

問
四　

図
版
Ｅ
、
Ｉ
の
作
品
名
お
よ
び
図
版
Ｆ
、
Ｇ
、
Ｈ
の
作
者
名
を
漢
字
で
書
き
な
さ
い
。

　

問
五　

書
論
に
つ
い
て
あ
と
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

　
　
　

⑴　

次
の
ａ
～
ｃ
の
書
論
の
出
典
を
あ
と
の
ア
～
エ
か
ら
一
つ
選
び
、
そ
の
符
号
を
書
き
な
さ
い
。

　
　
　
　
ａ　

字
々
同
じ
か
ら
ず　

数
十
の
之
。

　
　
　
　

ｂ�　

筆
墨
の
迹
は
、
形
有
る
に
託
す
。
形
有
れ
ば
則
ち
弊
る
る
あ
り
。
苟
く
も
無
に
至
ら
ず
し
て
自
ら
一
時
を
楽
し
み
、
い
さ
さ
か
そ
の
心
に
寓
し
て
、

憂
ひ
を
晩
歳
に
忘
る
れ
ば
、
則
ち
な
ほ
博
奕
に
賢
る
な
り
。

　
　
　
　
ｃ　

真
書
は
平
和
を
以
て
上
と
為
す
。

ア　

藤
原
教
長
『
才
葉
抄
』　　

イ　

 

郝
経
『
陵
川
集
』　　

ウ　

包
世
臣
『
芸
舟
双
楫
』　　

エ　

蘇
軾
『
東
坡
題
跋
』

　
　
　

⑵�　

次
の
書
論
は
あ
る
人
物
に
つ
い
て
書
い
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
書
論
の
言
葉
か
ら
書
道
を
別
名
何
と
い
う
よ
う
に
な
っ
た
か
漢
字
３
文
字
で
書
き

な
さ
い
。

晋
帝
の
時
、
北
郊
を
祭
る
に
、
祝
板
を
更
む
。
工
人
こ
れ
を
削
る
に
、
筆
木
に
入
る
こ
と
三
分
。

図版B

図版D

図版C

図版G

図版 F図版 I

図版 E図版Ｈ

図版A

明



受
験
番
号

5
6

書
道

総計

書 道

令
５　

高
等
学
校
書
道
解
答
用
紙　
（
６
枚
の
う
ち
5
）

二三 一

一

問
一

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

問
二

⑴⑵⑶

人物

作品名

人物

作品名

人物

作品名

⑷

作品名

問
三

⑴

作品名

⑵

⑨

⑩

⑪

⑫

二

問
一

①

②

③

問
二

張瑞図

倪元璐

王鐸

傅山

問
三

問
四

問
五

⑴

図版F

図版G

⑵

⑶

三

問
一

三筆

符号

作者名

作品名

作者名

作品名

作者名

作品名

三跡

符号

作者名

作品名

作者名

作品名

作者名

作品名

問
二

①

②

③

④

問
三

図版G

作者名

作品名

問
四

問
五



受
験
番
号

6
6

書
道

総計

書 道

令
５　

高
等
学
校
書
道
解
答
用
紙　
（
６
枚
の
う
ち
6
）

四五

四

問
一

①

②

③

④

⑤

問
二

図版A

伝承筆者

作品名

図版B

伝承筆者

作品名

問
三

⑴

読み字源

⑵

問
四

図版C

図版D

図版E

問
五

a

b

問
六

⑥

⑦

⑧

⑨

問
七

a

b

c

d

e

ゝ

五

問
一

⑴

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑵

⑶

⑷

図版B

図版C

図版D

問
二

問
三

問
四

図版E

作品名

図版F

作者名

図版G

作者名

図版H

作者名

図版I

作品名

問
五

⑴

a

b

c

⑵



五 三 二 一

字源 読み

五　　     ５０ 四　　           ５２

四

問
一

⑤

変
体
仮
名

一　  ４０

図版G

E 帖

⑵ 作品名

問
五

問
四

問
三

問
二

問
二

問
三

F

A

、
G

白
文

⑨

雁
塔
聖
教
序

⑵

孔
子
廟
堂
碑
・
孟
法
師
碑

伊
闕
仏
龕
碑
・
房
玄
齢
碑

天

③

小
篆

古
ジ
（

金
偏
に
ホ
）
（

璽
）

欧
陽
詢⑪

在
⑶ 傅山 ⑧ ④

秦
印

B

作品名

狂
草

篆
書

九
成
宮
醴
泉
銘

皇
甫
誕
碑

⑫

作

碑

有

人物

王
羲
之

朱
文

王鐸 ③ ⑩ ⑦

書
譜

褚
遂
良

虞
世
南

倪元璐 ② ⑥

波
磔
・
波
勢

作品名

⑴

採
煙

文
房
四
宝

張瑞図 ⑴ ⑶ ⑤ ①

図版F

A
連
綿
草

作品名 作品名 人物 人物

刑
徒
塼

石
鼓
文

隷
書

① ⑷ ⑴

甲
骨
文

（

甲
骨
文
字
・
亀
甲
獣
骨
文
字
）

大
盂
鼎

②

問
四

問
二

問
一

三跡 三筆

符号 符号

F B D C A

作者名

最
澄

作者名

藤
原
佐
理

嵯
峨
天
皇

空
海

②

縁

③

徳

作品名 作品名

問
一

亀
甲
・
獣
骨
・
甲
羅

者 ば

①

伝承筆者

万
葉
仮
名

図版G ①

事

作品名

久
隔
帖

伝承筆者

れ

②

問
五

作者名 作者名

小
野
道
風

藤
原
行
成

橘
逸
勢

⑧
乃 の

唐
紙

ゝ の
d

オ

知 ち

図版E

能 の

継
色
紙

美 み
⑨

ウ

礼

e

継
紙
（
重
ね
継
ぎ
）

奈 な

Ｃ

b

イ

者 は
⑦

染
紙

那 な

b 図版D

左 さ

升
（
桝
・
枡
）
色
紙

c
支 き

ア

天 て

寸
松
庵
色
紙

詞
書
・
歌
題

宇 う

エ

女 め

能 の

伊
都
内
親
王
願
文

光
定
戒
牒

風
信
帖

作品名 作品名作品名

詩
懐
紙

問
七

問
六

問
五

問
四

問
三

問
二

a ⑥ a 図版C ⑵ ⑴ 図版Ｂ 図版A

料
紙

D

作者名 作者名

断
簡

作品名

一
条
摂
政
集

④

手
鑑

作品名

伝
　
西
行

作品名

高
野
切
第
三
種

④

望

E

女
手

③

屏
風
土
代

白
氏
詩
巻

也 や

伝
　
紀
貫
之

⑵

D

令
５
　
高
等
学
校
書
道
　
模
範
解
答

問
一

問
三

問
四

⑵

入
木
道

問
三

問
一

⑴⑵

ウ

⑷

エ

　
I
　

　
　
 
 
E
　
 
 
　
 
　
H
　
 

　
 
 
　
　
F
　
 
　
　
 
 
 
　
G

社
会

⑦

知
的
財
産
権

⑧

伝
統

生
活

④

作者名

③

⑤

b

エ

思
考
力

②

判
断
力

言
語
活
動

根
拠

図版F

図版G

図版H

図版D

北
大
路
魯
山
人

東
大
寺
切

土
佐

(

左

)

日
記

樋
口
一
葉

飯
島
春
敬

良
寛

作品名作品名

作者名

作者名

作者名

c

ウ

①

問
二

図版E

⑥

⑶

⑨

発
展

顔
真
卿

図版I⑴

a

問
五

イ

図版B

深
山
龍
洞

図版C

徳
川
慶
喜

総計

　　２００

三　　     ３６ 二　　     ２２


